
令和３年２月１３日２３時０７分頃
福島県沖の地震

事務局収集資料
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注1 東北地方太平洋沖地震より後の期間は除いた
注2 地震後経過率＝最新発生時期からの経過時間÷平均発生間隔

―は時間が経過しても地震の起こりやすさが変わらないと仮定した地震
注3 Mtは津波マグニチュード
注4 本評価で評価対象領域・地震を再編したため、場所と規模の範囲が異な

り、厳密には第二版と対応しない

将来発生する地震の評価今後30年以内の地震発生確率（2021年1月1日時点）
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評価対象地震 発生領域 規模 地震発生確率 評価に使用した地震 平均発生間隔

超巨大地震
（東北地方太平洋沖
型）

岩手県沖南部～
茨城県沖 M9.0程度 ほぼ0% 過去約3000年間の5回 約550～600年

プレート間
巨大地震

青森県東方沖及び
岩手県沖北部 M7.9程度 8～30% 1677年以降の4回 97.0年

宮城県沖 M7.9程度 20%程度注4 1793年以降の3回注1 109.0年

ひとまわり小さ
い
プレート間地震

青森県東方沖及び
岩手県沖北部 M7.0～7.5程度 90%程度以

上
1923年以降の10回注1 8.8年

岩手県沖南部 M7.0～7.5程度 30%程度 1923年以降の1回注1 88.2年

M7.0～7.5程度 90%程度注4 1923年以降の6～7回注1 12.6～14.7年
宮城県沖の陸寄り
（宮城県沖地震）

M7.4前後 60～70% 1897年以降の4回 38.0年

福島県沖 M7.0～7.5程度 50%程度 1923年以降の2回注1 44.1年
茨城県沖 M7.0～7.5程度 80%程度注4 1923年以降の5回注1 17.6年

海溝寄りのプレート
間地震（津波地震
等）

青森県東方沖から房総沖
にかけての海溝寄り Mt8.6～9.0注3 30%程度注4 1600年以降の4回注1 102.8年

沈み込んだプレート
内の地震

青森県東方沖及び岩手県
沖北部～茨城県沖

M7.0～7.5程度 60～70%注4 1923年以降の3～4回注1 22.0～29.4年

海溝軸外側の地震 日本海溝の海溝軸外側 M8.2前後 7%注4 1600年以降の1回注1 411.2年

  Ⅲランク（高い）：26%以上
  Ⅱランク（やや高い） ：3～26%未満
  Ⅰランク ：3%未満
  Ｘランク ：不明

宮城県沖
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青森県東方沖及び岩手県沖北部から茨城県沖にかけての沈み込んだ太平洋プレート
内の地震
1923年から2011年3月11日14時46分までの約88年間にM7.0以上の地震が３～４回
（確率の計算に用いた地震）

1937/7/27 M7.1 Mw6.6
1938/11/6 M7.4 Mt7.3 Mw7.7
1968/5/16(19:39) M7.5 Mt7.7 Mw7.9
2003/5/26 M7.1 Mw7.0

宮城県沖 ひとまわり小さいプレート間地震
1923年から2011年3月11日14時46分までの約88年間にM7.0以上の地震が６～７回

1933/6/19 M7.1 Mt7.1 Mw7.2
1936/11/3 M7.4 Mt7.0 Mw7.3
1937/7/27 M7.1 Mw6.6
1978/6/12 M7.4 Mt7.4 Mw7.6
1981/1/19 M7.0 Mt7.0 Mw7.0
2005/8/16 M7.2 Mw7.2
2011/3/9 M7.3 Mw7.3

福島県沖 ひとまわり小さいプレート間地震
1923年から2011年3月11日14時46分までの約88年間にM7.0以上の地震が２回

1938/11/5(17:43) M7.5 Mt7.6 Mw7.8
1938/11/5(19:50) M7.3 Mt7.6 Mw7.7

（確率の計算に用いていない地震）
2011/4/7 M7.2 Mw7.1
2011/7/10 M7.3 Mw7.0
2012/12/7 M7.3 Mw7.2



各機関のメカニズム解
（簡易一覧）

機関 マグニチュード 深さ（km） 発震機構解

USGS Mw 7.06 60.5

Global CMT
(Harvard)

Mw 7.1 50.7

GEOSCOPE Mw 7.2 49
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W-phase Moment Tensor 
(Mww)
Moment: 4.831e+19 N-m
Magnitude: 7.06 Mww
Depth: 60.5 km
Percent DC: 96%
Half Duration: 8.56 s

（参考）
Body-wave Moment Tensor (Mwb)
Moment: 5.903e+19 N-m
Magnitude: 7.11 Mwb
Depth: 58.0 km
Percent DC: 61%
Half Duration: -

USGS
Global CMT
202102131407A NEAR EAST COAST OF HONSH
Date: 2021/ 2/13   Centroid Time: 14: 7:59.2 GMT
Lat=  37.60  Lon= 141.63

Depth= 50.7   Half duration= 8.8
Centroid time minus hypocenter time:  9.6
Moment Tensor: Expo=26  

5.540  -0.647  -4.890  0.269  -1.760  -1.740 
単位の指定はないが、dyn cmと思われる。

Mw = 7.1    mb = 0.0    Ms = 7.0
Scalar Moment = 5.8e+26
Fault plane:  strike=28    dip=38   slip=103
Fault plane:  strike=192    dip=53   slip=80

GEOSCOPE
Location (USGS) : NEAR EAST COAST OF HONSHU, JAPAN
UTC Date (USGS) : 2021/02/13 14:07:49
Latitude (USGS) : 37.686°
Longitude (USGS) : 141.992°
Magnitude (SCARDEC) : 7.2 Mw
Depth (SCARDEC) : 49 km
Mechanism (SCARDEC) : 

各機関メカニズム解 詳細



日本海溝沿いの地震活動の長期評価
（平成３１年２月２６日）
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日本海溝沿いの長期評価 プレート内地震について 主文

評価対象領域についての記述

（p2） （p3）
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（p26）

日本海溝沿いの長期評価 プレート内地震について 主文

４－２－２ 各領域の過去の地震
（１）青森県東方沖及び岩手県沖北部
（２）岩手県沖南部
（３）宮城県沖
‥
（８）海溝軸外側
（９）沈み込んだプレート内

（p8）
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日本海溝沿いの長期評価 プレート内地震について 主文

５日本海溝沿いで発生する将来の
地震について

５－２ 各領域の次の地
（１）青森県東方沖及び岩手県沖北部
（２）岩手県沖南部
（３）宮城県沖
‥
（８）海溝軸外側
（９）沈み込んだプレート内

（p13）

（p30）
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日本海溝沿いの長期評価 プレート内地震について 説明文

３ 地震活動・地殻変動
（１）歴史記録のある地震
（１－１）プレート間地震
（１－２）プレート内地震
＜沈み込んだプレート内の地震＞

（p47）
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４ 日本海溝沿いの地震活動の長期評価の説明
４－１評価対象領域

４－１－１ プレート間地震の評価対象領域について
４－１－２ プレート内地震の評価対象領域について

４－２地震の発生位置及び震源域の形態
４－２－１ 複数の領域を震源域とした地震
４－２－２ 各領域の地震
（１）青森県東方沖および岩手県沖北部
‥
（９）沈み込んだプレート内

４－３日本海溝沿いで発生する将来の地震について（次ページ）

日本海溝沿いの長期評価 プレート内地震について 説明文

（p55）

（p57）
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日本海溝沿いの長期評価 プレート内地震について 説明文

（p64）

（p132）

４－３日本海溝沿いで発生する将来の地震について
４－３－１複数の領域を震源域とする次の地震
４－３－２各領域の次の地震

（１）青森県東方沖及び岩手県沖北部
‥
（９）沈み込んだプレート内
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日本の地震活動（第２版）
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東北地方の地震活動の特徴
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沈み込んだプレート内の地震
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福島県沖の地震活動の特徴
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宮城県沖の地震活動の特徴 （拡大版）
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全国地震動予測地図
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2018年版確率論的地震動予測地図
（全ての地震を対象）

30年震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率の分布図

https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/

30年震度6強以上の揺れに
見舞われる確率の分布図
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震度分布と地盤増幅率の比較

震度分布 地盤増幅率（Vs400m/sから地表）
https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/http://www.jma.go.jp/jma/press/2102/14a/202102140110.html

宮城・福島県沿岸地域は震源からの距離が近いことに加え、地盤増幅率も大きい。こ
のことが宮城・福島県沿岸地域で震度が大きい要因の一つの可能性あり。
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震度分布とAVS30の比較

震度分布 AVS30 (表層30mの平均S波速度)
https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/http://www.jma.go.jp/jma/press/2102/14a/202102140110.html

宮城・福島県沿岸地域の地盤増幅率が大きい地点は、地盤が柔らかい（ 表層30mの平
均S波速度が遅い）地点が多い
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震度分布と微地形区分の比較

震度分布 微地形区分
https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/http://www.jma.go.jp/jma/press/2102/14a/202102140110.html

宮城・福島県沿岸地域の地盤が柔らかい地点は、三角州・海岸低地、砂州・砂礫州の
微地形区分に対応している。

23



震度分布
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過去に発生した同規模（M7.3）の地震（日本海溝周辺）の震度分布との比較

2011年3月9日 三陸沖の地震（深さ8km）今回の地震（深さ55km）

2011年7月10日 三陸沖の地震（深さ34km） 252012年12月7日 三陸沖の地震（深さ49km）



2016年4月16日 平成28年(2016年)熊本地震（深さ12km）
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過去に発生した同規模（M7.3）の地震（内陸地殻内）の震度分布との比較

2000年10月6日「平成12年(2000年)鳥取県西部地震」
（深さ9km）



過去に発生した同規模（M7.3）の地震（日本海溝周辺）の震度分布との比較（拡大）

2011年3月9日 三陸沖の地震（深さ8km）
今回の地震（深さ55km）

2011年7月10日 三陸沖の地震（深さ34km） 272012年12月7日 三陸沖の地震（深さ49km）



2016年4月16日 平成28年(2016年)熊本地震（深さ12km）
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過去に発生した同規模（M7.3）の地震（内陸地殻内）の震度分布との比較（拡大）

2000年10月6日「平成12年(2000年)鳥取県西部地震」
（深さ9km）

出典：
今回の地震の震度分布図は気象庁HPの「各地の震度に関する情報」より

https://www.jma.go.jp/jp/quake/20210213141800395-13230800.html
その他の地震の震度分布図は気象庁HPの「震度データベース検索」より

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/index.html



参考
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日本海溝沿いの地震活動の長期評価
【宮城県沖 ひとまわり小さいプレート間地震】

P6 主文：各領域の過去の地震

P23 表３－６
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P10～11 各領域の次の地震

日本海溝沿いの地震活動の長期評価
【宮城県沖 ひとまわり小さいプレート間地震】

P28 表４－６
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P18 表２ 日本海溝沿いで発生した主な地震のマグニチュード等

日本海溝沿いの地震活動の長期評価
【宮城県沖 ひとまわり小さいプレート間地震】
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P56 評価文 各領域の地震

日本海溝沿いの地震活動の長期評価
【宮城県沖 ひとまわり小さいプレート間地震】

P43～44 評価文 過去の大地震について
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P61 評価文 各領域の次の地震

日本海溝沿いの地震活動の長期評価
【宮城県沖 ひとまわり小さいプレート間地震】
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日本海溝沿いの地震活動の長期評価
【福島県沖 ひとまわり小さいプレート間地震】

P6 主文 各領域の過去の地震

P24 表３－８
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日本海溝沿いの地震活動の長期評価
【福島県沖 ひとまわり小さいプレート間地震】

P11 主文 各領域の次の地震

P29 表４－８
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日本海溝沿いの地震活動の長期評価
【福島県沖 ひとまわり小さいプレート間地震】

P18～19 表２ 日本海溝沿いで発生した主な地震のマグニチュード等

37



P45 評価文 過去の大地震について

日本海溝沿いの地震活動の長期評価
【福島県沖 ひとまわり小さいプレート間地震】

P56 評価文 過去の大地震について

38



日本海溝沿いの地震活動の長期評価
【福島県沖 ひとまわり小さいプレート間地震】

P62 評価文 各領域の次の地震
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福島県沖を震源とする地震による被害及び 

消防機関等の対応状況（第６報） 
（これは速報であり、数値等は今後も変わることがある） 

 

令和３年２月１４日（日）１３時００分 

                        消 防 庁 災 害 対 策 本 部 

 ※下線部は前回からの変更箇所 

 

１ 地震の概要（気象庁情報） 

(1) 発 生 日 時  令和３年２月１３日２３時０７分 

(2) 各地の震度 

      震度６強   宮城県：蔵王町 

          福島県：相馬市、国見町、新地町 

   震度６弱   宮城県：石巻市、岩沼市、登米市、川崎町、亘理町、山元町 

          福島県：福島市、郡山市、須賀川市、南相馬市、伊達市、本宮市、桑折町、川俣町 

天栄村、広野町、楢葉町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町 

(3) 津波の状況  この地震による津波の心配なし 

 

２ 被害の状況 

(1) 人的・住家被害（県及び消防本部から聴取） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重傷 軽傷 程度不明

人 人 人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 棟

仙台市 28 28 5 5

石巻市 1 1 2

塩竈市 1 1

気仙沼市 1 1

白石市 2 2

岩沼市 1 1

登米市 0 1 1

栗原市 2 2

東松島市 1 0 1

大崎市 1 1

大河原町 1 1

村田町 1 0 1

柴田町 1 1

川崎町 1 1

亘理町 1 1

山元町 2 2

利府町 1 1

大郷町 1 1

大衡村 1 0 1

美里町 1 1

小計 3 46 0 49 0 7 7

新庄市 1 1

寒河江市 1 1

小計 1 1 1 1

山形県

床上
浸水

宮城県

合計 全壊 半壊
一部
破損

都道府県 市町村

人　的　被　害 住　家　被　害

死者
行 方
不 明

負 傷 者
合計

床下
浸水



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※発生市町村及び負傷程度確認中 

    【福島県】須賀川地方広域消防本部にて救急事案６件（須賀川市５、平田村） 

伊達地方消防組合消防本部にて救急事案３件（桑折町３） 

          

(2) 火災の発生状況（住家等） 

   【宮城県】 

   仙台市消防局 １件（仙台市内の美容院）→鎮火済み 

   塩釜地区消防事務組合消防本部 １件（塩竈市内の集合住宅、負傷者なし）→鎮火済み 

   【福島県】 

      郡山地方広域消防組合消防本部 １件（郡山市内の一般住宅）→鎮火済み 

  

 

重傷 軽傷 程度不明

人 人 人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 棟

福島市 0 0

郡山市 1 10 11

いわき市 3 3

白河市 2 2

須賀川市 4 4

相馬市 4 4

南相馬市 3 3

伊達市 5 5

本宮市 0 0

桑折町 2 0 2

国見町 4 4

鏡石町 4 4

矢吹町 6 6

石川町 1 1

玉川村 1 1

小野町 1 1

新地町 1 1

小計 1 51 0 52

土浦市 1 1

龍ヶ崎市 1 1

桜川市 1 1

小計 3 3

宇都宮市 2 2

那須町 1 1

小計 3 3

渋川市 1 1

小計 1 1

東松山市 1 1

越谷市 1 1

小計 1 1 2

君津市 1 1

浦安市 1 1

小計 1 1 2

横浜市 1 1

小計 1 1

6 108 0 114 0 8 8合　計

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

神奈川県

床上
浸水

合計 全壊 半壊
一部
破損

都道府県 市町村

人　的　被　害 住　家　被　害

死者
行 方
不 明

負 傷 者
合計

床下
浸水



 
(3) 重要施設の被害 

   石油コンビナート及び原子力発電所被害なし 

 

(4) その他の被害（消防本部から聴取） 

   【宮城県】 

   ・仙台市内でエレベーター内閉じ込め 

    →仙台市消防局により救助完了、負傷者なし 

【福島県】 

・相馬市内常磐自動車道上で土砂崩れ発生 

→相馬地方広域消防本部により対応 

・二本松市内エビスサーキット場で土砂崩れ発生 

→負傷者等詳細確認中 

【静岡県】 

・御殿場市内でエレベーター内閉じ込め 

    →御殿場市・小山町広域行政組合消防本部により救助完了、負傷者なし 

 

３ 都道府県における災害対策本部の設置状況 

【宮城県】２月１３日２３時０８分 設置 

【山形県】２月１３日２３時０８分 設置 

  【福島県】２月１３日２３時０８分 設置 

 

４ 地元消防機関の対応 

  ・地元消防機関は被害状況の情報収集等を実施 

  ・消防防災ヘリ２機（仙台市消防航空隊、新潟県消防防災航空隊）により情報収集 

 

５ 緊急消防援助隊の活動等 

  ２月１４日  ０時００分 消防庁から北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、茨城県、栃

木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、富山県、山梨県

及び長野県に対し、緊急消防援助隊の出動可能隊数の報告及び出動準備を依頼 

→出動準備を解除 

 

６ 消防庁の対応 

２月１３日 ２３時０８分  消防庁長官を長とする消防庁災害対策本部を設置（第３次応急体制） 

       ２３時１２分 震度５弱以上を観測した都道府県に対し適切な対応及び被害報告につい 

て要請 

  ２月１４日  ２時００分 福島県庁へ消防庁職員５名を派遣 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 
  消防庁災害対策本部 広報班 
  ＴＥＬ  03-5253-7513  
  ＦＡＸ  03-5253-7553 


